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自転車関連事故 各年齢層の傾向は？

こんなの知っTOUKEI
と う け い

統 計 の 雑 学

■県内の人口約512万人のうち約10％を占める若年層(15~24歳)が、自転車関連事故
件数の約31%（約12,000件）の当事者に該当。

■各年齢層毎の事故の遭いやすさを比較するため、人口10万人当り交通事故件数
に換算すると、若年層(15~24歳)が最も高く全体平均(7.9)の約３倍という結果に。

■高齢者は身体･認知機能の変化に伴い、死亡事故に至りやすい傾向が表れる結果に。
■信号無視や一時不停止、ながらスマホ（携帯電話使用）などの違反・危険行為は若年層に多い。
■飲酒運転事故は青年層（25~39歳）・壮年層（40~64歳）に多い。

車道が原則、左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先
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1 交差点では信号と一時停止
を守って、安全確認

2 薄暮時は早め
にライト点灯

3

飲酒運転は絶対ダメ4 ヘルメットを着用5

自転車関連事故とは･･･
１当又は２当が自転車の事故をいい、

１当２当双方が自転車の場合は、１当

を基準に１件として計上しています。

自転車

安全利用

５則
福岡県警察本部交通企画課統計分析係
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